




Ⅰ緒言 

小児の急性リンパ芽球性白血病(ALL)は ,そのマーカー発現のパターンより

,T-celltype,B-cell type,non T. non B-cell typeに分類されてきた。このうち,75%以上

を non T,non B-cell type が占め,E ロゼット(一),表面免疫グロブリン(-),T 抗原（－）の

ため,null-ALL と呼ばれてきた。 

1978 年 Vogler らが,null-ALL の中に,細胞質内μ鎖(Cμ)が検出される pre-B-cell type

が存在すると報告して以来,pre-B-ALL に対する関心が高まりつつある。Cμの検出には,従

来,直接蛍光抗体法が用いられてきたが,微量な Cμの検出法としてはかならずしも鋭敏な

方法とは言えず,判定の難しい場合も多いとされている。 

本研究では,peroxidase-Antiperoxidase(PAP)法を繰り返す double PAP 法を用いて各種

cell lines の Cμの検出を試みた。また,null-ALL の患者から得られた新鮮白血病細胞に

ついても,同様に Cμの検出を行ない,pre-B-ALL の診断を試みた。 
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